
（
基
準
適
合
義
務
に
係
る
特
例
）

（
基
準
適
合
義
務
に
係
る
特
例
）

第
四
条

電
子
式
の
電
気
計
器
に
あ
っ
て
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八

十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
九
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
電
気

計
器
（
次
条
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
の
法

第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
法
第
八
十
条
、
第
八
十
二
条
、

第
八
十
六
条
、
第
八
十
九
条
第
二
項
、
第
九
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

電
子
式
の
電
気
計
器
に
あ
っ
て
は
、
適
用
日
の
前
日
ま
で
に
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第

一
項
若
し
く
は
第
八
十
九
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
電
気
計
器
（
特

定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
経
済
産
業
省
令
第
五
号
）
附
則
第
二
条

に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
」
と
い

う
。）に
つ
い
て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
法
第
八
十

条
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
九
条
第
二
項
、
第
九
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
一
条
第
二
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

電
子
式
の
電
気
計
器
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
平

成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一

条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
九
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
電
気
計
器

（
次
条
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
以
外
の
も
の
」
と
い
う
。）に
つ
い

て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
法
第
八
十
条
、
第
八
十

二
条
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
九
条
第
二
項
、
第
九
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

電
子
式
の
電
気
計
器
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十

一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
九
条
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
電
気
計

器
（
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
経
済
産
業
省
令
第
五
号
）
附
則

第
二
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等

以
外
の
も
の
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
は
、
法
第
八
十
条
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
九
条
第
二
項
、
第
九
十
五
条
第
一
項
及
び
第

百
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
の
検
定
の
方
法
等
に
係
る
特
例
）

（
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
の
検
定
の
方
法
等
に
係
る
特
例
）

第
五
条

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
で
あ
っ
て
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検
定
の
申
請

が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
検
定
公
差
及
び
同
条

第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
で
あ
っ
て
平
成
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検
定
の
申

請
が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
検
定
公
差
及
び
同

条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検
定
の

申
請
が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
検
定
公
差
及
び

同
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検

定
の
申
請
が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
検
定
公
差

及
び
同
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
定
に
合
格
し
た
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
の
使
用
中
検
査
の
方
法
等
に
係
る
特
例
）

（
検
定
に
合
格
し
た
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
の
使
用
中
検
査
の
方
法
等
に
係
る
特
例
）

第
六
条

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
で
あ
っ
て
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検
定
の
申
請

が
さ
れ
て
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
及
び
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に

規
定
す
る
検
定
証
印
等
の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
、
同
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
使
用
公
差
、
同
条
第
二
項
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
及
び
同
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
電
気
計
器
に
付
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
で
あ
っ
て
平
成
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検
定
の
申

請
が
さ
れ
て
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
及
び
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
検
定
証
印
等
の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
、
同
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
使
用
公
差
、
同
条
第
二
項

の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
及
び
同
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
電
気
計
器
に
付
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検
定
の

申
請
が
さ
れ
て
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
及
び
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三

号
に
規
定
す
る
検
定
証
印
等
の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
、
同
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
使
用
公
差
、
同
条
第
二

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
及
び
同
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
該
電
気
計
器
に
付
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

電
子
式
の
現
行
最
大
需
要
電
力
計
等
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
検

定
の
申
請
が
さ
れ
て
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
及
び
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
六
条
第
一
項

第
三
号
に
規
定
す
る
検
定
証
印
等
の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一

号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
、
同
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
使
用
公
差
、
同
条

第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
及
び
同
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
該
電
気
計
器
に
付
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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